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不足により収量が低下したが，少量 1
区で目標収量である 570gm-2 を確保
した（表 -8）。PT 粒剤の半量散布で
は一発処理型除草剤の使用可能期間を
拡大し得なかったが，同剤の効果を十
分に発揮させ，更に薬害を回避できた

（Miura et al. 2011）。

まとめ

(1) 一発処理型除草剤の新たな薬害
評価法

一発処理型除草剤をイネの 1 ～ 1.5
葉期に使用することにより，成分と剤
型によっては収量と品質に寄与する有
効分げつとして重要な第 1 節からの 1
次分げつの発生が抑制されることが明
らかになった。苗立数や最高分げつ期
の茎数を用いたこれまでの薬害評価に
加えて，第 1 節からの 1 次分げつへ
の抑制の程度により評価することで，
イネへの安全性を量的指標から質的指
標へと拡大した。

(2) 「先手必勝型」雑草防除技術の
確立

初期除草剤を組み合わせて一発処理
型除草剤の使用可能日数の拡大と除草
効果の安定化を内容とする，「先手必
勝型」の雑草防除技術は，中・後期除
草剤の使用を省略できる。更に，初期
除草剤を用いることで，一発処理型除
草剤の散布時期には散布早限のイネの
葉齢を超えることから，第 1 節から
の 1 次分げつの抑制を回避できる可

能性がある。
供試した除草剤以外にも登録された

初期除草剤が増加したことから，発生
草種別の対応など生産者の選択肢が広
がり，湛水直播栽培において初期除草
剤と一発処理型除草剤の組み合わせは
広く行われるようになった。

一発処理型除草剤は枯殺限界葉齢が
大きく散布時期を確保しやすい登録が
増加してきたが，イネの播種後に雑草
が高葉齢となるまで防除しない場合
は，イネの苗立ち，初期生育が雑草害
により抑制される恐れがある。一発処
理型除草剤の性能が向上しても，初期
除草剤を使用して雑草害を防ぐことで
イネの初期生育を確保することは重要
である。
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分布と生態
ヒゲガヤ（Cynosurus echinatus）は地中海地域原産の一年

生イネ科雑草で，農業雑草としては 2002 年に青森県の小麦
圃場で初めて報告されている。北海道では 2008 年頃から道
央部の秋まき小麦圃場の難防除雑草として局所的に問題と
なっている。

秋に出芽した株の多くが越冬する。幼植物は小麦とよく似
るが，葉身，葉鞘とも無毛であり，葉耳は無く，葉身の先は
少し内側に曲がるのが特徴である。融雪後に旺盛に分げつ・
伸長する。圃場周辺に生育する個体の草丈は出穂時において
も 20 ～ 30cm だが，小麦圃場など施肥条件では小麦の草丈
を越え 1m 程度まで伸長する。小麦と同時期の 6 ～７月に出
穂～登熟し，長さ 2 ～ 5cm の円錐形の穂をつけ，長い芒が
目立つ（図 -1）。土中での種子の寿命は不明だが，少なくと
も 2 ～ 3 年は発芽力を有することが現地事例から示唆されて
いる。
雑草としての情報

2013 年に石狩管内で行った収量調査によれば，ヒゲガヤ
多発圃場の小麦収量は少発生圃場の 4 割以下で，篩上歩留や
千粒重も減少した。ヒゲガヤ密度の高い圃場では小麦を巻き
込んで倒伏する被害もある。

圃場周辺や取付道路に少し生えていた程度が，小麦連作圃
場への侵入翌年には圃場内で爆発的に繁茂する事例が認めら
れる。多発生圃場では小麦収穫時にヒゲガヤ種子も大量に圃
場に拡散される。堆肥投入歴のない圃場でも発生しており，
小麦収穫や麦稈搬出等の機械作業に伴う種子の伝搬が推察さ
れる。

一方，春まき小麦圃場では春に出芽したヒゲガヤは収穫時
期までに登熟に至らず，実害に至らない。
防除に関する情報

2012 年にヒゲガヤが多発生した圃場において，秋まき小
麦播種後のイネ科雑草に対する有効成分を含む土壌処理除草
剤 3 剤の効果について比較検討したところ，いずれの剤も防
除効果は不十分であった。秋まき小麦に対して春以降にイネ
科雑草対象に使用できる除草剤はないため，現状では決定的

な防除法はない。秋に出芽した越冬個体をいかに少なく抑え
るかが防除対策の鍵となる。

ヒゲガヤの被害を確認した地域に対しては，侵入圃場の管
理について，以下の注意喚起を行っている。

・  3 年以下の年数での小麦の再作付はリスクが高いため，
連作を避け，イネ科雑草の生育期処理剤が使用できる作
物と輪作する。

・  既発生圃場では小麦収穫後に深耕せず，地表面付近での
種子の発芽，消耗を促す。

・  発生圃場では小麦収穫後の 8 月中旬から 9 月にかけて，
圃場に拡散したヒゲガヤ残渣から穂発芽が見られる（図
-2）。小麦播種後に再生しないよう，ある程度生えそろっ
た時点でグリホサート剤を処理し密度低減を図る。

・  コンバインや麦稈収集のロールベーラ等作業機械による
種子伝搬についても十分注意する。
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ヒゲガヤ

図 -2　‌落ち穂から発芽したヒゲガヤ。葉身の先がやや内曲する
　　　　　（9月中旬撮影）
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図 -1　‌秋播き小麦圃場に群生したヒゲガヤ（6月末撮影）


